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学 会 記 事

第 28回新 潟糖 尿病談 話 会

日 時 平成11年3日27li(十)

牛後1時30分より

会 場 長岡赤十字病院

看護専門学校大講堂

Ⅰ.一 般 演 題

1)インスリン抵抗性改善剤の効果

- トロダ リタゾ ンとブホル ミンの比較一

輔 宏志 ･珊 隆志 (紺 医 院)

【目的】 トログ1)タゾンと BG斉りによi)血糖 コン ト

ロ-ル改尊効果を認めた症例 と認めなかった症例の差に

ついて検討 Lた. 【対象と方法】NIDDM2O名を10名

ずつ2群に分け,A群には トロブリタゾン200nlg/日

をB群にはブホルミン10()Illg/口を6ケ月間投与 し,1

ケ月毎に体蚤.FちS.IRI,IlbAleを測定 した,(6

ケ月後に HbAIcが 1%以上低下 した者を有効例 とし

た.) 【結果】A群では4例が,B群では 7例が有効例

であった.両群とも有効例と無効例の間に,体重.BMI.

fibAILl.FBS,空腹時 IRl,血清脂質について有意差

を認めなかった.Å群の無効例の率に,2…4ケ月後

HbAleの低下を認めたのに6ケH後に上昇していた者が

J日刊存在し.すべて体重の増加を伴っていた. 【結語】 トロ

ダリタゾンによi)lfLl糖コントロール改善効果が持続 Lな

かった症例は体重の増加 を認めた例であった.このた

め,肥満刑では トログ1)ケゾンの投与は慎重に行うべ き

と考えられる.プホルミンは,投与中の体麗増加 を認め

た例が少なく,肥満例の治療 に有周であると考えられ

た.

2)糖尿病患者酸化 Ⅰ.DL,糖化 LDLの臨床的

意義について

星山 衆理 ほ
崎 中
料 央病 院)

層冨 望遠 '三摘 草 (霊豊諸 学教室)

【目的】NIDDM患者 LDLにおける糖酸化状態を

みる.

【対象】NIDDM女性24名と健常者 7名.

【方法】抗糖化 LDLl.抗酸化 LDL抗体をELISA

法で,超遠心分離 した LDLの Cuコ十による Diene
形成も測定 した.

【結果】1.glc-LDLと ox-LDI､｣間に相関はな

く,…糖酸化状態◆1を捕えることはできなかった.

2.glc-i...Dl.と (､u2十 一一lJDL聞及び ox-i.DL
と Cu2+-IJDL間にも相関を認めなかった.

3.gle-LDI,.は LI)lJ及び ApoBとより相関を示

した.

4.FBG,FRA.f･IBAIC と gle-LDL及び

ox-LDLの相関をみると.いずれ も FRAで最 も相

関を示 した.

5.急性肺炎.脳梗塞.心筋梗塞合併患者では,病状安

定期に Cu2十-LDLの易酸化性先進をみた.

【まとめ】以上,NIDDh:l患者における糖酸化現象を

検討 した.血中脂質粒子のサ イズ.その含まれるアポ蛋

白蕊の変動,多様な抗原性,抗体の血中滞留時間の違い

など,測定系に断響する要田が多く,高IflL糖･-酸化ス ト

レス-糖酸化現象を把握するには未解決な点も多いと思

われた.

3)筋緊張性ジス トロ7 1- と NIDDM を合 併

したp･例に対す る DHEA-S製剤の効果
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新潟大第-内科
筋緊張性ジストロ7イー廿lD)において副腎性 andro一

genである DHEA-S(Dehydroepiandrosterone-
sulfate)投与が有効であったとの報告があり,2型DM

を合併 した MD患者に DHEA-Sを授与 し,投与前

後での MDの変化及び耐糖能等につき検討 した.

症例は48歳男性.25歳よりDMで insulin治療,32歳


